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町
で
は
、
本
年
３
月
に
「
西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、

西
会
津
町
総
合
計
画
（
第
４
次
）
に
掲
げ
る
町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま

ち　

〜
ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」
の
実
現
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
で
下
支
え
す
る
取
り
組
み
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
戦
略
の
内
容
と
こ
れ
を
基
に
検
討
・
実
施
す
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
略
策
定
の
趣
旨

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
有
効
な
手
段
と

し
て
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
や

働
き
方
は
一
変
し
、
感
染
を
予
防

す
る
観
点
か
ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
が
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
総
人
口
は
、
昭
和
25
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
併

せ
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
状

で
す
。
今
後
は
、
集
落
機
能
の
維

持
が
困
難
な
自
治
区
の
増
加
や
医

療
・
福
祉
分
野
な
ど
で
の
担
い
手

不
足
、
小
売
店
の
減
少
な
ど
地
域

経
済
の
さ
ら
な
る
縮
小
と
い
っ
た

課
題
が
顕
著
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン
＝
人

や
社
会
、
自
然
環
境
な
ど
町
全

体
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
で
、
そ
れ
ら
を
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
町
の
こ
と

ビ
ジ
ョ
ン
＝
目
指
す
社
会
像

共
創
＝
多
様
な
立
場
の
人
た
ち

が
対
話
し
な
が
ら
新
し
い
価
値

を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と

共
治
＝
協
治
と
も
書
き
、
町

民
・
企
業
・
行
政
が
同
じ
目
線

で
協
働
に
よ
り
社
会
問
題
の
解

決
に
あ
た
る
こ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
、
技

術
革
新

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
＝
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
に
よ
っ
て
、
仕
事
や
生

活
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
仕
事
の
変
革

や
そ
れ
に
伴
う
業
務
、
組
織
、

文
化
な
ど
の
変
革
も
指
す

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
情
報
通
信

基
盤
な
ど
を
活
用
し
た
快
適
で
便

利
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
創

出
、
農
林
業
の
生
産
性
・
所
得
の

向
上
、
担
い
手
の
育
成
、
移
住
促

進
、
さ
ら
に
、
教
育
、
医
療
分
野

な
ど
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
る
、
町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ

な
が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜

基
本
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
と

６
つ
の
戦
略

　

戦
略
は
町
総
合
計
画
（
第
４

次
）
で
掲
げ
る
町
の
将
来
像
「
笑

顔
つ
な
が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜
ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」
を
基

本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

基
本
方
針
と
し
て
西
会
津
町
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
の
５
つ
の
基
本

原
則
を
設
定
し
、
さ
ら
に
基
本
姿

勢
を
「
思
い
や
り
」「
共
創
・
共
治
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
つ
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
従

来
の
考
え
方
を
変
革
し
、
ル
ー
ル

や
基
準
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
町

民
本
位
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

戦
略
を
推
進
し
て
い
く
上
で
重

要
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ど
の
よ

う
な
町
を
目
指
す
の
か
６
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
取
り

組
み
を
定
め
ま
し
た
。
次
㌻
か
ら

は
、
そ
の
６
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

し
ご
と
の
Ｄ
Ｘ

し
ご
と
の
Ｄ
Ｘ

招
致
・
も
て
な
し

招
致
・
も
て
な
し

の
Ｄ
Ｘ

の
Ｄ
Ｘ

く
ら
し
の
Ｄ
Ｘ

学
び
の
Ｄ
Ｘ

学
び
の
Ｄ
Ｘ

行
政
の
Ｄ
Ｘ

行
政
の
Ｄ
Ｘ

対
話
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｄ
Ｘ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｄ
Ｘのののののののつつつつつつのののののの６６６６６６６６６６６６ の戦の戦の戦の戦の戦の戦戦戦戦戦略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略略６つの戦略

地域産業の振興、新産業・サー
ビス創出、地域の活性化でみビス創出、地域の活性化でみ
んなが元気な町んなが元気な町

     移住希望者等が夢に挑戦     移住希望者等が夢に挑戦
    できる町    できる町

    健康で安心して暮らせる    健康で安心して暮らせる
    安全で災害に強い町    安全で災害に強い町

デジタル人材を育む町デジタル人材を育む町
質の高い行政サービス・情報質の高い行政サービス・情報
を受けられる町を受けられる町

　　情報通信利用環境が　　情報通信利用環境が
　　優れている町　　優れている町

主役は町民・町民参加・情報の共有・協働・男女共同参画
基 本
方 針

思いやり　　共創・共治　　イノベーション
基 本
姿 勢

笑顔つながり　夢ふくらむまち　～ ずーっと、西会津 ～
基 本
理 念

地域産地域産

ビジョン

西会津町デジタル戦略の体系

　
　

用
語
解
説

戦
略
の
期
間

　

戦
略
の
期
間
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
間
と
し
、
毎
年
、
内
容

を
点
検
し
、
町
総
合
計
画
（
第
４

次
）
前
期
基
本
計
画
が
終
了
す
る

令
和
４
年
度
に
戦
略
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

西会津町総合計画（第４次） ［７年間］

西会津町デジタル戦略［５年間］

後期基本計画［３年間］前期基本計画［４年間］

町デジタル戦略の期間

ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」
の
実
現

に
向
け
て
「
西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

日
々
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
戦
略
的
に
活
用
し
、
地
域
の
課

題
解
決
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
を
図
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
タ
ウ
ン
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町の総人口の推移（単位：人）

0 5,000 10,000 15,000 20,000

昭和 25

昭和 60

平成２

平成７

平成 12

平成 17

平成 22

平成 27

〜〜〜〜

出典：国勢調査

19,611

10,122

10,701

9,845

9,075

8,237

7,366

6,582

（年）

戦略の見直し

デ ジ タ ル 戦 略
西会津西会津がが変変わるわる

でで
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デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約

バ
ス
の
現
在
地
の
確
認

スマートフォンでデマンドバススマートフォンでデマンドバス
の利用がさらに便利に！の利用がさらに便利に！

≪ビジョン（目指す将来像）１≫
地域産業の振興、新産業・サービス創出、地域の
活性化でみんなが元気な町

   しごとのＤＸ

≪ビジョン２≫

移住希望者等が夢に挑戦できる町

   招致・もてなしのＤＸ

≪ビジョン３≫

健康で安心して暮らせる安全で災害に強い町

   くらしのＤＸ

≪ビジョン４≫デジタル人材を育む町

   学びのＤＸ

その他の主な取り組み
・多分野異業種対話による共創事業の誘致・開催

・企業移転等受入れに向けた西会津町視察事業の展開

・オーダーメイドテレワーク環境の整備

・デジタル変革による観光振興

その他の主な取り組み
・安心で受診しやすい診療体制構築に向けた検討

・新型コロナウイルス感染予防対策

・防災・減災情報の発信力・備えの強化

・冬期の安全で円滑な道路交通と安心な暮らしの確保

その他の主な取り組み
・遠隔教育による生涯学習の推進

・リバースメンターによる若者が活躍できる社会づくり

・歴史文化遺産の保存・活用・継承

　町民の皆さんから寄せられた有害鳥獣の目撃情

報などを地図に落とし込み、次に出没する場所を

予測できるような情報システムの構築を行いま

す。さらに、遠隔操作が可能な「ＩＣＴわな」な

どの情報通信技術の活用により、有害鳥獣の捕獲

を強化していきます。

その他の主な取り組み
・ＥＣサイト（ネットショップ）の運営

・ノウハウの蓄積とデータを利活用した農業の推進

・森林資源の循環利用促進の検討

・デジタル通貨導入による経済活性化の検討

有害鳥獣捕獲における情報集積連携

ＡＩデマンドバス交通の導入

デジタル教室の開催等

　町デジタル戦略の内容説明や、特に高齢者の皆

さんがスマートフォンやタブレット端末などの機

器に触れられる機会を作り、デジタルに対する苦

手意識を払
ふっ

拭
しょく

するとともに、デジタル技術への興

味関心を持ってもらうことを目的に、自治区に出

向いてのデジタル教室を開催します。

　また、町ケーブルテレビで企画番組を制作・放

送し、デジタル技術を用いたサービスの利用支援

を図ります。

　需要に合わせてＡＩが策定したルート・ダイヤ

で運行するＡＩデマンドバスは、バーチャルバス

停留所を設置することが可能で、バス利用者はよ

り便利な場所でバス乗降ができます。このほか、

電話での予約に加えスマートフォンで予約ができ

るシステムを導入し、利用者が乗車する時間や運

行するバスの現在地を確認できるようになりま

す。これにより、高齢者の皆さんの足の確保や、

観光客の二次交通としての利便性向上を図りま

す。

多拠点居住・ワーケーションの推進

　「地方へ移住したい」「都市部の仕事を地方でし

たい」といった需要が高まる中、日本各地の登録

物件に会員が定額で住めるサービス「多拠点居住

の住まいのシェアサービス」を新しいビジネスと

して展開している株式会社アドレスと連携し、空

き家等を活用した多拠点居住やワーケーションを

推進します。

　　用語解説　
ワーケーション＝英語の W

ワ ー ク

ork（仕事）と

V
バケーション

acation（休暇）の合成語。リゾート地など

普段の職場とは異なる場所で働きながら休暇

取得を行うこと。または休暇と併用し、旅先

で業務を組み合わせる滞在のこと

▲４月 27 日、西会津町と株式会社アドレスは連携

協定を結びました。締結式はリモートで行われ、薄

町長と株式会社アドレスの佐
さ

別
べっ

當
とう

隆志代表取締役社

長（写真右）が協定書に署名を行いました。

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　デジタル変革で連携や仕組みの変化を促進し、地域産業を活性化

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　空き家等あらゆる地域資源を活用し、移住定住の促進や関係人口・交流人口を拡大

　　用語解説　
ＡＩ＝人工知能
バーチャルバス停留所＝既存のバス停留所以
外の仮想バス停留所で、標柱を置かない乗降

場所のこと

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　子どもからお年寄りまで、健康で自分らしく安全・安心に暮らせる町に

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　 自治区に出向いてのデジタル教室など、ＩＣＴ
を活用して人生を豊かにする学習機会を提供

　　   用語
　　   解説

 ＩＣＴ＝情報通信技術

戦
略
１

戦
略
２

戦
略
４

戦
略
３

　　用語解説　
タブレット端末＝一般
に、板状の持ち運びがで

きるタッチパネル式の機器のこと

リバースメンター＝企業などの組織において、部
下が相談役（メンター）となって上司に助言する

逆方向（リバース）の支援活動の仕組みのこと
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藤藤
ふじふじ

井井
いい

    靖靖
やすやす

史史
しし

   町最高デジタル責任者   町最高デジタル責任者

≪ビジョン５≫

質の高い行政サービス・情報を受けられる町

   行政のＤＸ

≪ビジョン６≫

情報通信利用環境が優れている町

   対話・コミュニケーションのＤＸ

その他の主な取り組み
・情報連携基盤の構築による町民と行政の情報連携

・各種手続きにおける押印の見直し

・日本郵便株式会社との窓口業務等の連携

・テレワークの推進

その他の主な取り組み
・ケーブルテレビインターネット上位回線の増速化

・ケーブルテレビ データ放送を使ったサービスの拡充

・Ｗｉ－Ｆｉ・５Ｇ等情報通信環境の整備

・大規模災害に備えた情報通信インフラの強
きょうじん

靭化

町民参加型合意形成プラットフォームの構築・運営

　オンライン上で、町の施策などについて町民の

皆さんから意見やアイデアを募り、議論でき、さ

らには寄せられた意見等に別の人が意見を書き込

んだり意見投稿者同士が意見を交わしたりするこ

とができるシステム「町民参加型合意形成プラッ

トフォーム」の構築を図ります。

　このプラットフォームの構築・運営により若い

世代や声の小さな人の意見を大切にし、町民の皆

さんと行政が共にサービスを創り上げる新たな協

働スタイルの確立を目指します。

複業人材の登用による政策立案・事業推進

　民間企業などとの雇用関係を継続する「複業人

材」を任用し、情報通信技術の知見を持ち、課題に

即して技術の導入の判断や助言を行うことができる

デジタル人材を確保します。

ノンストップ・オンライン手続きの導入

　申請や届出などの行政手続きについて、電子申請

によるオンライン手続きを可能にし、申請者などの

一層の利便性向上を図ります。

　また、新たに構築する情報連携基盤を活用し、登

録の手続きをした町民の皆さんへのプッシュ型の行

政情報提供サービスを実施します。

　　用語解説　
オンライン＝パソコンやスマートフォンなどの端
末がインターネットにつながっている状態。

プラットフォーム＝物やサービスを利用する人
と、提供する人をつなぐ場のこと

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　オンライン上の意見交換の場を設けるなど、課題解決等に向けて協働のまちづくりを推進

◀５月１日、西会津町

デジタル戦略プロジェ

クト推進マネージャー

として、南会津町在住

の西
にし

名
な

清
せい

蔵
ぞう

さん（写真

右）を委嘱しました。

　西名さんは、個人で
ＩＣＴコンサルタントを行いながら、町デジタル戦

略の各種取り組みの推進にあたる「複業人材」とし

て活動します。

西会津のここが変わるポイント西会津のここが変わるポイント

　 電子申請や、町民の皆さんと行政の
情報連携を実現し、行政サービスの
利便性を向上

　　  用語
　　  解説

 
プッシュ型＝発信者からの情報が
利用者へ自動的に発信される技術

やサービス

西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
ポ
イ

ン
ト
は
？

　

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

　

町
が
推
進
し
て
き
た
「
西
会
津

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
支

え
ま
す
。
５
つ
の
基
本
原
則
「
主

役
は
町
民
」「
町
民
参
加
」「
情
報

の
共
有
」「
協
働
」「
男
女
共
同
参

画
」
を
実
現
す
る
た
め
に
情
報
や

技
術
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
・
若
者
が
暮
ら
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
の

サ
ポ
ー
ト
の
両
立

　

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

や
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に
な

る
よ
う
に
技
術
の
活
用
を
行
い
ま

す
。
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
町

は
、
移
住
者
・
定
住
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
町
に

な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
苦

手
な
方
に
操
作
を
強
制
す
る
の
で

は
な
く
、
新
し
い
世
界
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
教
室
を

開
催
し
、
技
術
が
使
え
る
人
と

使
え
な
い
人
が
支
え
合
う
町
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進
に

向
け
て

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利

活
用
に
よ
り
、
年
齢
、
障
が
い
の

有
無
、
性
別
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
取
り

残
さ
れ
ず
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
取

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
人
で
も
簡
単
に
操

作
で
き
る
設
計
な
ど
、
利
用
者
に

優
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
そ
の

利
活
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
町
は
、
高
齢

化
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
相
談
対

応
を
は
じ
め
、
特
に
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
い

て
の
理
解
や
利
活
用
を
支
援
す
る

た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
た
体
制

に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
伝
達
・
発
信
は
、
若
者
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
受
け
手
の
世

代
に
合
わ
せ
た
手
段
に
よ
り
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　藤井靖史 町最高デジタル責任者（ＣＤＯ）は、内閣官房情
報通信技術総合戦略室オープンデータ伝道師や総務省地域情
報化アドバイザーを務めるほか、昨年 10 月に町デジタル戦
略アドバイザーに委嘱され、町デジタル戦略の策定にかかる
指導・助言などを行ってきました。町最高デジタル責任者に
は今年４月から就任し、企業や町民を巻き込みながらデジタ
ル・トランスフォーメーションの推進に取り組んでいきます。

③
人
口
減
少
社
会
で
も
住
み
続
け

ら
れ
る
西
会
津

　

令
和
22
年
の
町
の
人
口
は

３
４
７
３
人
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
生
産
年
齢

人
口
（
15
〜
64
歳
の
人
口
）
は

１
２
９
６
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

平
成
２
年
の
生
産
年
齢
人
口
は

６
０
２
８
人
だ
っ
た
の
で
、
約
５

分
の
１
で
す
。
こ
の
状
況
で
ど
の

よ
う
に
町
を
維
持
し
て
い
く
の

か
。
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
確
か
な
情
報
や
技
術
を
基

に
戦
略
戦
術
を
町
全
体
で
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
事
業

と
そ
の
内
容
は
？

　

立
場
の
違
い
に
よ
る
対
立
な
ど

を
解
消
す
る
「
町
の
見
え
る
化
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
行
政
内

部
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
と
比
較
を
す
る
と
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
の
日
本
の
出
遅

れ
が
目
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
出
遅
れ
を
日
本
に
先
駆

け
て
西
会
津
ら
し
い
形
で
取
り
戻

し
て
い
き
ま
す
。
役
場
内
部
の
業

務
量
調
査
は
す
で
に
完
了
し
ま
し

た
の
で
、
次
は
Ｂ
Ｐ
Ｒ
と
呼
ば
れ

る
働
き
方
改
革
で
す
。
ま
ず
は
土

台
を
固
め
て
い
く
こ
と
か
ら
実
施

し
ま
す
。

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
気
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

車
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
道
路
が

整
備
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
は

デ
ジ
タ
ル
の
道
と
な
る
「
情
報
流

通
」
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
情
報
流
通
を
整
備
し
活
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
下
支
え
し
、
日
本
の

先
進
事
例
と
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
10
年
後
、
20
年
後

に
人
口
が
減
っ
て
苦
し
い
未
来
を

選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

西
会
津
と
な
る
よ
う
に
邁ま

い

進し
ん

し
て

い
き
ま
す
！

戦
略
６

戦
略
５

Ｂ
Ｐ
Ｒ
＝
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ

ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

と
い
わ
れ
、
組
織
の
活
動
や
業

務
の
流
れ
を
分
析
し
、
最
適
化

す
る
こ
と   

用
語
解
説
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50％50％

27％27％

23％23％

グラフ１　介護保険の財源構成グラフ１　介護保険の財源構成

公費（税金）公費（税金）
国・県・町の負担国・県・町の負担

65歳以上の人65歳以上の人
の介護保険料の介護保険料

40～64歳の人40～64歳の人
の介護保険料の介護保険料

グラフ２グラフ２
町の年齢別人口と介護認定率町の年齢別人口と介護認定率

年齢別人口（人）　̶  男性　̶  女性

介護認定率（％）　̶  男性　̶  女性

90 ～85 ～ 8980 ～ 8475 ～ 7970 ～ 7465 ～ 69

313 314

189 189

146

78

274
237 222

287
313

245

72.772.7

55.155.1

42.442.4

23.323.3

17.517.5

17.417.4

10.610.6

9.59.54.64.6

3.83.84.24.2

3.33.3

（歳）
出典：令和２年９月 介護保険事業状況報告

介
護
保
険
の
仕
組
み

　

介
護
保
険
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る

介
護
へ
の
不
安
を
減
ら
し
、
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
支
え
合
い
の
理
念
に

基
づ
き
、
共
同
で
保
険
料
を
負
担
し
、
病

気
や
加
齢
な
ど
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
の
財
源

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が

納
め
る
保
険
料
と
、
国
・
都
道
府
県
・
市

区
町
村
が
負
担
す
る
公
費
（
税
金
）
を
財

源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
運
営

　

介
護
保
険
事
業
は
、
３
年
間
を
期
間
と

す
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
に
基
づ
い
て
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

計
画
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
給
付
費
の
推
計

を
行
い
、
事
業
運
営
に
必
要
と
す
る
介
護

保
険
料
を
定
め
て
い
ま
す
。

〇
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料

　

町
が
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
に

必
要
な
費
用
の
23
％
を
65
歳
以
上
の
人
口

で
割
っ
た
額
を
基
準
額
と
し
、
本
人
や
世

帯
の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
て
９
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
保
険
料
の
金
額

は
９
㌻
を
参
照
）

〇
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料

　

健
康
保
険
の
医
療
分
と
介
護
分
を
一
括

し
て
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
介
護
に
関
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
人
で
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
割
合
は
約
２
割
で
、

65
歳
時
点
で
は
少
数
で
す
が
、
年
齢
と
と

も
に
割
合
が
高
く
な
り
、
85
歳
以
上
で
は

男
性
が
約
５
割
、
女
性
が
約
７
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
が
介
護
を
必
要
と
し
な

く
て
も
、
家
族
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
誰
も
が
介
護
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　高齢者の介護を社会全体で支える仕組みとして介護保険制度が創設されてから21年が経過しました。

その間、介護サービス基盤の充実とともに介護を必要とする高齢者とその家族の生活を支える仕組みとし

て定着し、また、医療の進歩や国民の健康志向の高まりと相まって、平均寿命・健康寿命ともに延伸して

おり、人生１００年時代ともいわれるようになりました。

　今月号では、介護保険の仕組みやサービスについて紹介します。

第８期介護保険事業計画
第９期高齢者福祉計画

策　　定
しました

段  階 区  分
基準額に
対する割合

年間保険料

第１段階
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非
課税、世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課
税年金収入額の合計額が 80万円以下

50％
３５，４００円
（34,800 円）

30％
（軽減後）

２１，２４０円
（20,880 円）

第２段階
世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金
収入額の合計額が 80万円を超え120万円以下

75％
５３，１００円
（52,200 円）

50％
（軽減後）

３５，４００円
（34,800 円）

第３段階
世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金
収入額の合計額が120万円を超える

75％
５３，１００円
（52,200 円）

70％
（軽減後）

４９，５６０円
（48,720 円）

第４段階
世帯員に町民税が課税されているが本人は町民税非課税で本人
の前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が 80万円以下

90％
６３，７２０円
（62,640 円）

第５段階
世帯員に町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で本
人の前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が 80万円を超
える

100％
〈基準額〉〈基準額〉

７０，８００円
（69,600 円）

第６段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
120万円未満

120％
８４，９６０円
（83,520 円）

第７段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
120万円以上 210万円未満

130％
９２，０４０円
（90,480 円）

第８段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
210万円以上 320万円未満

150％
１０６，２００円
（104,400 円）

第９段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
320万円以上

170％
１２０，３６０円
（118,320 円）

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
を
改
定

　

第
８
期
計
画
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
進
行
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量

は
横
ば
い
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
基
準
額
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
額
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
第
７
期
計
画
に
対
し
て
月
額

１
０
０
円
増
に
抑
え
、
県
内
の
平
均
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
ら
…

　

令
和
元
年
度
に
町
の
介
護
保
険
事
業
か

ら
支
出
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
約

10
億
円
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
一

人
あ
た
り
約
１
７
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
経
済
的
負
担
だ
け
で
な
く
、
心

身
へ
の
負
担
も
大
き
く
、
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
介
護
給
付
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
誰
に
で
も
介
護
に

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
え

合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
介
護
保
険
制
度

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※（　）内は第７期計画における保険料の金額です。

※第１段階から第３段階の保険料は公費による軽減後の金額です。

表１　 第８期計画（令和３～５年度）における第１号被保険者（65表１　 第８期計画（令和３～５年度）における第１号被保険者（65
歳以上）の段階別保険料歳以上）の段階別保険料
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図１図１
 西会津町地域包括ケア 西会津町地域包括ケア
システムのイメージシステムのイメージ

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
し
て
も

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

　

で
き
る
だ
け
自
分
の
能
力
で
過
ご
せ
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
介
護
保
険
制
度

は
、
加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
の
ほ

か
、
疾
病
や
怪
我
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必

要
な
状
態
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
単
な
る

お
世
話
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
持
つ
「
で

き
る
力
」
に
着
目
し
た
介
護
を
通
し
て
状

態
の
維
持
改
善
を
図
り
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
の
状
態
に
応
じ
た
過
不
足

の
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

全
国
共
通
の
方
法
に
よ
る
介
護
認
定

と
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
の
重
度
化
を
防
ぎ
、
住
み

慣
れ
た
環
境
の
も
と
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
健
康
づ
く
り

と
と
も
に
、
軽
度
の
段
階
で
適
切
な
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

区  分 状態像の目安

要支援１ 基本的な日常生活動作はほぼ自立しているが、症状の進行を防ぐために一部介助が必要な状態。

要支援２ 日常生活動作を行う能力に低下が見られ、部分的な介助が必要な状態。

要介護１ 立ち上がりや歩行が不安定で排泄、入浴などで一部介助が必要。

要介護２ 起き上がりが自力では困難で、排泄、入浴などで一部または全介助が必要。

要介護３
立ち上がり、歩行、移動などがほぼ自力ではできない状態で、排泄、入浴、衣服の着脱などで
全介助が必要。

要介護４ 立ち上がり、歩行、排泄などが自分で行えず、生活の多くの場面で全面的な介助が必要。

要介護５ ほぼ寝たきりの状態で、生活全般について全面的介助が必要。

表２　要介護（要支援）認定区分表２　要介護（要支援）認定区分

介護保険サービスを利用するまでの流れ

④サービスの利用

　介護支援専門

員（ケアマネー

ジャー）に、本人

の希望や家族の状

況に応じたサービ

ス計画の作成を依

頼し、計画に基づ

いてサービスを利

用します。

③認定調査・判定

　町の認定調査員

が訪問して心身の

状況を調査した結

果と、主治医の意

見を基に、介護認

定審査会で審査

し、認定区分を判

定します。

②申請

　介護サービスを

利用するために

は、町役場福祉介

護課に申請をし

て、認定を受ける

必要があります。

①相談

　日常生活での困

りごとや利用した

いサービスなどに

ついて、地域包括

支援センター（☎

45-3327）または、

町役場福祉介護課

（☎ 45-2214）へ

相談ください。

基本方針  その３

認知症施策の推進
　認知症になっても住み慣れた地域で支え合いながら

暮らしていける社会の実現に向けて、認知症に対する

理解の促進と認知症の人とその家族を支援する取り組

みを進めます。

基本方針  その５

高齢者を支える体制づくり
　介護人材の確保と育成、地域の見守り、生活支援サー

ビスの充実、人生の最終段階で自らが希望する医療や

介護などの選択と意思決定（人生会議）への支援など

の取り組みを進めます。

基本方針  その１

地域包括ケアシステムの深化と推進
　住み慣れた地域で自分らしい生活を人生の最期まで

続けることができるよう、「介護予防」「生活支援」「地

域の見守り」「医療」「介護」を一体的に切れ目なく支

援する仕組みづくりを進めます。

基本方針  その６

介護保険事業の円滑な運営
　介護を必要とする高齢者が安心で質の高いサービス

を利用できるサービス基盤の確保に取り組むととも

に、今後のサービス利用の推移や町民のニーズなどを

踏まえて施設整備に関する方向性を検討します。

基本方針  その２

元気高齢者の支援と介護予防の推進
　高齢者がいきいきと生きがいを持って日々の生活が

送れるよう、地域での交流や自らの能力を発揮できる

場づくりを支援して、生きがいづくり、健康づくり、

介護予防の取り組みを進めます。

基本方針  その４

成年後見制度の利用促進
　認知症などによる判断能力が低下し、意思決定が困

難になった人の生活を支えるため、周知や相談支援体

制を整え、制度の利用促進に努めます。

共にささえ合い、いつまでも自分らしく、生きがいを持って安心して暮らせる、

高齢者にやさしいまち「にしあいづ」を目指して

介護予防介護予防

生活支援生活支援

介護介護

医療医療

地域の見守り地域の見守り

訪問介護、通所介護、ショートステイ、訪問看護、グルー

プホーム、小規模多機能型居宅介護施設、介護老人保

健施設、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、薬局

シルバー人材センター、配食
サービス、ボランティア

自治区、民生委員、福祉協力員、
見守りネットワーク、サロン

町診療所、訪問看護、
歯科医院、薬局

ミニデイサービス、機能訓練、
サロン、老人クラブ活動、スポー
ツ活動、貯筋うんどう教室、介
護予防教室など

住み慣れた地域・住居住み慣れた地域・住居

にしあいづ地域包括にしあいづ地域包括
支援センター支援センター
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　　　　　自宅

高陽の里高陽の里

町内で利用できる介護保険サービス

〇ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護）
さゆりの園・憩の森（にしあいづ福祉会）

　本人の機能回復や家族の介護負担軽減のため、

特別養護老人ホームや介護老人保健施設に短期間

入所して、日常生活の介護やリハビリなどを受け

ることができます。

【要支援１・２、要介護１～要介護５】

〇ホームヘルプサービス（訪問介護）
西会津町訪問介護事業所（にしあいづ福祉会）

　訪問介護員（ヘルパー）が居宅を訪問し、食事、

入浴、排泄などの身体介護や、掃除、洗濯、調理

などの生活援助を行います。

〇訪問看護
西会津町訪問看護事業所（西会津診療所）

　看護師などが居宅を訪問し、主治医の指示のも

と、療養上の世話や必要な診療の補助、リハビリ

などを行います。
〇介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
さゆりの園（にしあいづ福祉会）

常時介護が必要で、自宅での生活が困難な人を支

援するための施設で、食事、入浴、トイレ等の日

常生活上の介護や、機能訓練、療養上の支援が受

けられます。【原則：要介護３～要介護５】

〇介護老人保健施設
憩の森（にしあいづ福祉会）

　日常生活の介護やリハビリを受けながら在宅復

帰を目指す施設で、医学的な管理のもとで機能を

回復するためのリハビリテーションを中心とした

介護や、日常生活上の支援が受けられます。

【要介護１～要介護５】

〇グループホーム（認知症対応型共同生活介護）
グループホームのぞみ（にしあいづ福祉会）

西会津しょうぶ苑グループホーム桐（啓和会）

西会津しょうぶ苑グループホームおとめゆり

（啓和会）

　介護を必要とする認知症の人が、家庭的で落ち

着いた雰囲気の中でスタッフの介護を受けながら

共同で生活する施設で、食事や入浴などの日常生

活上の支援や機能訓練などが受けられます。

【要支援２、要介護１～要介護５】

〇介護付き有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）
しなのきホーム西会津（なごやか）

　介護付きの有料老人ホームで、自宅での生活が

困難になった人が入居し、必要な日常生活上の介

護や支援が受けられます。

【要支援１・２、要介護１～要介護５】

〇デイサービス（通所介護）
さゆりの園デイサービス（にしあいづ福祉会）

デイサービスセンターに通い、食事・入浴などの

日常生活の支援や、生活行為向上のための支援が

受けられます。

〇デイケア（通所リハビリテーション）
憩の森 通所リハビリテーション

（にしあいづ福祉会）

介護老人保健施設に通い、身体機能回復や生活行

為向上を目的としたリハビリテーションと食事や

入浴などの日常生活上の支援が受けられます。

〇福祉用具貸与
　歩行補助具、車いす、ベットなど、日常の生活

動作を助けるための福祉用具を貸与します。

〇福祉用具購入
　入浴やトイレなどに使用する福祉用具を購入し

た際に、給付割合に応じた額を支給します。（申

請が必要です）

〇住宅改修
　手すりの取り付けや段差解消などの改修を行う

場合、20 万円を上限に給付割合に応じた額を支

給します。（事前申請が必要です）

※ 福祉用具・住宅改修を利用する際は、担当の介護支援専門員へ相談してください。

施設に入所して利用するサービス施設に入所して利用するサービス

短期間施設に入所して受けるサービス短期間施設に入所して受けるサービス 訪問を受けて利用するサービス訪問を受けて利用するサービス

通所して利用するサービス通所して利用するサービス

日常の生活動作を支えるサービス日常の生活動作を支えるサービス

奥川地区周辺の在宅生活を支える介護サービス拠点として

西会津町小規模多機能型居宅介護施設「高陽の里」が開所しました
小規模多機能型居宅介護施設とは…

　利用者の希望に応じて、「通い」「泊まり」「訪問」のサービスをひとつの場所で組み合わせて利用

できる施設です。町内では西会津しょうぶ苑（啓和会）に続く２つ目の施設で、社会福祉法人にしあ

いづ福祉会が指定管理者となり、サービスの提供を行います。

　これまで、町内の介護施設は町の中心部に集中していたことから、高陽の里が開所したことにより、

奥川地区周辺の在宅生活を支える拠点となる新たな介護サービスの提供体制が整いました。

小規模多機能型居宅介護施設の利点
・ 「通い」「訪問」「泊まり」のサービスの契約が１回で済み、柔軟に利用できることで介護者の

負担軽減につながる。

・生活に合わせてサービスを利用することができる。

・月額定額制で、回数を制限することなく利用することができる。※食事代・宿泊時の部屋代は別料金。

・アットホームで顔なじみの職員からサービスを受けることができる。

高陽の里のサービス利用については☎４９―２００５まで気軽に相談ください。

泊まり（ショートステイ）泊まり（ショートステイ）

　普段は自宅で生活しながら、体調が悪い時や

家族が出かけることになった場合など、希望に

応じて利用できます。介護員が常駐し、個室で

人目を気にすることなく安心して過ごせます。

通い（デイサービス）通い（デイサービス）

　少人数制のため、利用者や職員となじみやす

く、食事や入浴、レクリエーションなどを通し

て、日中を楽しく過ごせます。

　自宅で介護が

受けられ、状態

によって回数を

増やしたり、「通

い」「泊まり」に

変更もできます。

訪問
（ホームヘルプ）

　　

訪訪

　

訪訪



　床の上で行うカーリング。的が飛ばされる

こともあり、最後まで勝敗が分かりません。

　飛ばし編みのミニ籠作りに挑戦しました。

　集会所でもできます。ストレス発散にも

オススメです。

　現地研修で、普段は行くことのない史跡

などを訪れ学習しました。

　お手玉やスカーフを使って軽い運動。な

かなか難しく、まさしく脳トレ。

　「おはよう」や「ありがとう」など簡単

な手話を覚えました。

  さゆりが丘なでしこ会　『 脳トレ運動 』  さゆりが丘なでしこ会　『 脳トレ運動 』   さくらサロン（滑沢）　『 簡単な手話 』  さくらサロン（滑沢）　『 簡単な手話 』

  聖サロン（極入）　『 スポーツ吹き矢 』  聖サロン（極入）　『 スポーツ吹き矢 』   敬神女性部（上野尻）　『 尾野本地区の文化財・史跡 』  敬神女性部（上野尻）　『 尾野本地区の文化財・史跡 』

  原町しあわせサロン　『 カーリンコン 』  原町しあわせサロン　『 カーリンコン 』   向日葵　『 手芸教室 』  向日葵　『 手芸教室 』

『クララとお日さま』
[ カズオ・イシグロ  著 ]
[ 土屋 政雄  訳 ]
 早川書房

『まちづくり幻想』
[ 木下 斉  著 ]
 ＳＢクリエイティブ

『南紀殺人事件』
[ 内田 康夫  著 ]
光文社

『歴史探偵  忘れ残りの記』
[ 半藤 一利  著 ]

文藝春秋

『三島屋変調百物語  七之続
魂手形』

[ 宮部 みゆき  著 ]
角川書店

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　イギリス在住で、2017 年に

ノーベル文学賞を受賞してい

る著者の作品は、映画やドラ

マ化された作品も多く、観た

ことのある人も多いのではな

いでしょうか。

　今回の作品は、近未来の世界が舞台で、ＡＩ（人工知能）

ロボットのクララが、病弱な少女ジョジーの親友となり、

全身全霊で彼女を護り、尽くす姿をやさしい文章で描い

ています。

　自己犠牲もいとわない無償の愛と信仰心にあついクラ

ラは、アンドロイドなのに人間以上に人間の美徳を兼ね

備え、私たちが失いかけているものを身をもって教えて

くれているようです。そんな温かい優しさと切なさと哀

しみに溢れた作品です。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　まんさく俳句会

絡
ま
り
を
空
に
ほ
ど
く
や
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

ミ
エ
子
（
野
沢
本
町
）

三
代
の
母
の
揃
い
し
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

宗
作
（
小
杉
山
）

あ
り
が
と
う
の
言
葉
沁
み
入
る
母
の
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

公
子
（
野
沢
上
原
）

あ
れ
こ
れ
を
丸
く
納
め
て
新
茶
汲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

清
子（
野
沢
下
小
屋
）

蒔
き
時
を
指
で
逆
算
や
さ
い
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部　

弘
子
（
中
町
）

老
老
の
令
和
の
決
意
木
の
芽
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部　

征
男
（
松
峯
）

どこでも楽しく、生涯学習
 ～ 出前講座フォトギャラリー ～
　町公民館では、出前講座により自治区や老人クラブ、趣味のグループなど自発的な活動を支
援し、町民の皆さんに生涯学習の場を提供しています。コロナ禍で外出が難しい今、身近な場
所で楽しく学んでみませんか？学習内容の相談も受け付けていますので、開催する際は町公民
館（☎４５―３２４４）まで気軽に問い合わせください。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲  薄町長より委嘱状を受ける西林▲  薄町長より委嘱状を受ける西林
自治区長の本間さん自治区長の本間さん

自
治
区
と
町
役
場
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役　

新
任
自
治
区
長
は
29
人

令
和
３
年
度
の
自
治
区
長
会
議
を
開
催

【
野
沢
地
区
】

▼
１
町
内
＝
鈴
木
和
仁
▼
２
町
内

＝
須
藤
忠
安
▼
３
町
内
＝
長
谷
川

和
典
▼
４
町
内
＝
渡
部
憲
▼
５
町

内
＝
小
島
洋
一
▼
６
町
内
＝
橋
谷

田
豊
▼
７
町
内
＝
茂
木
和
雄
▼
８

町
内
＝
新
澤
光
男
▼
９
町
内
１
＝

齋
藤
豊
重
▼
９
町
内
２
＝
福
澤
明

生
▼
10
町
内
＝
越
中
博
之
▼
下
小

屋
＝
小
柴
正
意
▼
西
平
＝
三
留
智

篤
▼
四
岐
＝
大
沼
喜
明
▼
芝
草
＝

新
田
壽
重
▼
芹
沼
＝
武
藤
忠
夫
▼

堀
越
＝
齋
藤
茂
▼
塩
喰
＝
清
野
忠

弘
▼
中
野
＝
長
谷
川
孝
雄
▼
大
久

保
＝
清
野
慶
久
▼
牧
＝
山
本
善
一

▼
安
座
＝
西
田
春
喜

【
尾
野
本
地
区
】

▼
森
野
＝
根
本
博
善
▼
西
原
＝
佐

藤
富
雄
▼
萱
本
＝
渡
部
虎
一
▼
松

尾
＝
渡
部
直
美
▼
尾
登
＝
斎
藤
和

悦
▼
上
小
島
＝
佐
藤
恵
一
▼
下
小

島
＝
佐
藤
正
光
▼
西
林
＝
本
間
義

治
▼
西
林
東
＝
石
川
陸
▼
さ
ゆ
り

が
丘
＝
三
留
嘉
平
▼
縄
沢
＝
長
谷

川
秀
一
▼
青
坂
＝
三
留
儀
行
▼
軽

沢
＝
鈴
木
洋
▼
程
窪
＝
新
田
康
弘

▼
泥
浮
山
＝
伊
藤
一
▼
長
桜
＝
大

舟
木
茂
夫
▼
山
口
＝
安
部
富
夫
▼

牛
尾
＝
目
黒
一
▼
出
ヶ
原
＝
佐
藤

幸
悦
▼
小
杉
山
＝
新
井
田
大
▼
黒

沢
＝
長
谷
川
優

【
群
岡
地
区
】

▼
上
野
尻
＝
齋
藤
修
▼
下
野
尻
＝

三
留
傳
一
▼
端
村
＝
加
藤
浩
一
▼

徳
沢
＝
猪
俣
静
也
▼
宝
川
＝
小
原

利
道
▼
白
坂
＝
佐
藤
敎
男
▼
屋
敷

＝
伊
藤
優
一
▼
楢
木
平
＝
須
藤
隆

洋
▼
熊
沢
＝
佐
藤
新
一

【
新
郷
地
区
】

▼
呼
賀
＝
伊
藤
武
司
▼
平
明
＝
薄

政
伴
▼
原
＝
大
竹
隆
一
▼
新
村
＝

薄
修
▼
樟
山
＝
薄
敏
彦
▼
滑
沢
＝

武
藤
金
也
▼
滝
坂
＝
五
十
嵐
禎
一

▼
柴
崎
＝
武
藤
喜
平
▼
橋
立
＝
佐

藤
健
一
▼
井
谷
＝
薄
定
雄
▼
八
重

窪
＝
物
永
巌
▼
橋
屋
＝
齋
藤
常
幸

▼
戸
中
＝
長
谷
川
賢
一
▼
高
目
＝

佐
藤
政
仁
▼
小
清
水
＝
長
谷
沼
博

文
▼
漆
窪
＝
山
口
茂
起
▼
荒
木
＝

岩
橋
喜
美
子

【
奥
川
地
区
】

▼
杉
山
＝
佐
藤
英
夫
▼
向
原
＝
佐

久
間
嘉
晴
▼
塩
＝
佐
藤
正
▼
新
町

＝
佐
藤
文
博
▼
道
目
＝
井
上
國
男

▼
下
松
＝
井
上
正
博
▼
山
浦
＝
鈴

木
儀
平
▼
出
戸
＝
三
瓶
鐵
江
▼
中

ノ
沢
＝
矢
部
忠
夫
▼
松
峯
＝
矢
部

征
男
▼
中
町
＝
岩
橋
義
平
▼
小
山

＝
猪
俣
彦
市
▼
真
ヶ
沢
＝
荒
海
健

▼
宮
野
＝
矢
部
幸
彦
▼
梨
平
＝
長

谷
川
富
吉
▼
小
屋
＝
五
十
嵐
栄
▼

極
入
＝
木
村
芳
主
▼
弥
平
四
郎
＝

篠
木
留
吉
▼
小
綱
木
＝
玉
木
春
男

▼
大
舟
沢
＝
五
十
嵐
靖
夫

　

４
月
26
日
、
野
沢
体
育
館
で
本
年
度
の
自
治
区
長
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
本
会
議
で
は
、
新
任
の
自
治
区
長
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
西
林
自
治
区
長
・
本
間
義
治
さ
ん
が
代

表
し
て
委
嘱
状
を
受
け
た
ほ
か
、
本
年
度
の
町
の
主
要
事
業
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
自
治
区
と
町
役
場
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
す
る
自
治
区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

新たに３人が着任

地域おこし協力隊辞令交付式地域おこし協力隊辞令交付式
　５月６日、町役場で地域おこし協力隊辞令交付式が行わ

れ、ケーブルテレビ番組制作・情報発信担当が２人、出ヶ原

和紙再興担当が１人の計３人が着任しました。一人一人に

出ヶ原和紙で作られた辞令書が手渡され、式にあたって薄町

長は「３人には各分野で力を発揮してもらい、町に新しい風

を吹かせてほしい。皆さんの奮闘に期待します」と激励の言

増え続ける鳥獣被害に取り組む

鳥獣被害対策実施隊辞令交付式鳥獣被害対策実施隊辞令交付式
　町鳥獣被害対策実施隊の令和３年度辞令交付式が４月

13 日に野沢体育館で行われました。式では、薄町長より

矢部喜代栄隊長（農林振興課長）に辞令が交付され、西田

春喜副隊長（西会津猟友会会長）が「迅速かつ効果的な捕

獲活動に努めます」と誓いの言葉を述べました。

　本年度は、わな猟免許取得者の大幅な増加によって実施

隊員が 59 人となり、さらなる活動の強化が期待されます。

都
つづく

竹  泰
たい

河
が

　隊員

宮城県出身
【担当】ケーブルテレビ
番組制作、情報発信

井
いのうえ

上  愛
まな

海
み

　隊員

埼玉県出身
【担当】ケーブルテレビ
番組制作

大
おおやま

山  栞
かん

那
な

　隊員

東京都出身
【担当】出ヶ原和紙再興

葉を贈りました。

　都竹さんと井上さんは町ケー

ブルテレビ、大山さんは商工観

光課に所属し活動します。３人

の着任により、町内で活動する

地域おこし協力隊は計 18 名と

なりました。

 ［令和３年５月１日現在］

本年度の無火災を誓う

町消防団 春季消防検閲町消防団 春季消防検閲
　４月 25 日、町消防団による春季消防検閲が実施さ

れました。２年ぶりの実施となった今回は、参加者を

各分団の班長以上に限定して行われました。検閲式で

は、町消防団の長谷川克美団長が「町民一人一人の意

識向上と町内の火災予防に協力して努めたい」と決意

の言葉を述べました。

﹇
敬
称
略
、
太
字
は
４
月
付
新
任
﹈
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

  ▲  齋藤さんには感謝状と記念品が贈ら  ▲  齋藤さんには感謝状と記念品が贈ら
れましたれました

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

大舞台での活躍を期待

全国選抜ゲートボール大会への出場を報告全国選抜ゲートボール大会への出場を報告
　４月 20 日、町ゲートボール協会関係者とＬ西会津チームの皆

さんが町役場を訪れました。女性のみで構成されたＬ西会津チー

ムは、同月３日に岩手県で行われた東北大会で優勝し、６月 11

日～ 13 日に山梨県で開催予定の全国選抜ゲートボール大会への

切符を手にしました。昨年も全国大会への出場を決めていました

が、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となっていました。

　関係者から報告を受けた薄町長は東北大会での成績をたたえ

「この勢いで全国大会でも良い成績を目指して頑張ってほしい」

とチームの皆さんを激励しました。

お知らせ
INFORMATION

◆
町
議
会
定
例
会

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※
放
送
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ビ
デ
オ
募
集
中
！

　

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
映
像
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。
地
域
の
行
事
な
ど
の
様
子
を

撮
影
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

６
月
の
放
送
案
内

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
を

基
準
日
に
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
状
況
を
把
握
し
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
給
で
き
る
要
件
（
児
童
の
監

督
や
保
護
、生
計
同
一
関
係
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
届
け
出
で
す
。

　

対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
関
係

書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
提
出
期
限

６
月
30
日
（
水
）

◆
必
要
書
類

　

健
康
保
険
の
保
険
者
証
の
写
し

（
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
不
要
で
す
）

※
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
住

　

民
票
な
ど
の
添

　

付
が
必
要
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
受
給

に
は「
現
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す

〈
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
内
）

　

☎
45
―
４
３
３
２

し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
表
彰
の
ご
案
内

　

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
で
は
、
毎
年
敬
老
会
で
金

婚
夫
婦
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
場
合
は
、
下
記

の
申
込
先
を
確
認
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　５月 25 日（火）より、奥川みらい交流館体

育館を皮切りに野沢体育館、群岡体育館の町内

３カ所で新型コロナウイルスワクチン接種が始

まりました。

　接種できる対象者には国からのワクチン配分

の目途がつき次第、順次通知しますので、しば

らくお待ちください。

　なお、かかりつけ医で接種するなど早急に接

種券が必要な場合は郵送しますので、町ワクチ

ン接種相談窓口まで連絡ください。

〈問い合わせ先〉
　町新型コロナウイルスワクチン接種相談窓口

　☎４５―２２６９

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン
高齢者への集団接種が始まりました高齢者への集団接種が始まりました

◆
対
象

　

昭
和
46
年
に
結
婚
し
、
今
年
結

婚
50
年
を
迎
え
る
夫
婦
。
ま
た
は

前
回
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
金
婚
夫
婦
。

◆
申
込
先

◎
自
治
区
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
る

場
合
＝
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

◎
自
治
区
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い

場
合
＝
町
役
場
福
祉
介
護
課

◆
申
込
期
限

６
月
18
日
（
金
）
※
厳
守

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

新たに着任した警察官の皆さんを紹介

こちら西会津交番です！こちら西会津交番です！

遠
えんどう

藤  望
のぞみ

　巡査

  ◎野沢地区担当
  ◎ 喜多方警察署
幸町交番から
異動

抱負＝犯罪や交通事故を予防するた
め、町内のパトロールを行い、西会

津の皆さんが安心安全に暮らすこと

が出来るよう全力で取り組みます。

清
し

水
みず

  駿
しゅんすけ

介 巡査

  ◎尾野本地区担当
  ◎ 喜多方警察署
幸町交番から
異動

抱負＝地域住民の皆さんが笑顔を絶
やさず安心安全に生活ができるよ

う、地域のパトロール等の警戒活動

を全力で頑張ります。

　この他の地区は、以下

のとおりです。

◆西会津交番
渡
わたなべ

部 崇
たかし

  所長

　（野沢地区担当）

志
し

賀
が

直
なお

人
と

  巡査部長

　（群岡・新郷地区担当）

◆奥川駐在所
田
た

口
ぐち

諒
りょう

  巡査部長

町民の健康増進に取り組む

食生活改善推進員と健康運動推進員を委嘱食生活改善推進員と健康運動推進員を委嘱
　５月７日、町民の食生活改善の指導などを行う「食生活改善推

進員」と、町民の運動習慣の改善などを行う「健康運動推進員」

の委嘱状交付式が町公民館で行われました。任期は令和５年３月

末までで、合わせて 82 人の皆さんが委嘱状を受けました。

　また、食生活改善推進員委嘱状交付式では、25 年以上務めた

人が対象となる感謝状贈呈式も行われ、齋藤マシ子さん（上野尻）

に薄町長より感謝状が贈られました。

　委嘱状交付にあたり、薄町長は「西会津をいきいきと長生きで

きる町にするために食事と運動は欠かすことができないもの。目

標の達成に向けて頑張っていただきたい」とあいさつしました。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

小型充電式電池の表示

リチウムイオン電池 ニカド電池

ニッケル水素電池

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
６
月
中
に
農
業
委
員
会
へ

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の

た
め
、
各
地
区
で
の
集
合
受
付
は

実
施
し
ま
せ
ん
。
各
自
６
月
末
日

ま
で
に
町
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
町
役
場
奥
川
支
所
・
新
郷
連

絡
所
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は

年
金
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
45
―
４
５
３
１

農
業
者
年
金
現
況
届

の
提
出
の
お
願
い

　

福
島
県
で
は
ク
マ
の
目
撃
件
数

が
３
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
て
お
り
、
４
月
15
日
か
ら
７
月

末
ま
で
ク
マ
出
没
注
意
報
が
発
令

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
目
撃
情
報
が
数
件
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
山
菜
採
り
な
ど

で
山
に
入
る
際
は
注
意
が
必
要
で

す
。
遭
遇
し
な
い
た
め
に
は
、
音

の
出
る
物
を
身
に
着
け
、
人
間
の

存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
な
ど
新
し
い

ク
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
引
き
返
す
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
背
中
を
見
せ
ず
に
、

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
て
距
離

を
取
り
、
立
木
の
陰
な
ど
ク
マ
の

視
界
か
ら
外
れ
て
か
ら
逃
げ
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

ク
マ
出
没
注
意
報

が
出
さ
れ
て
い
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
住
宅
の
地
震
に
対
す

る
安
全
性
の
確
保
を
図
り
、
震
災

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
木

造
住
宅
に
町
が
建
築
士
な
ど
を
派

遣
し
て
診
断
を
行
う
「
木
造
住
宅

耐
震
診
断
促
進
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
耐
震
診
断
を
希
望
す

る
木
造
住
宅
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
実
施
し
て
見
ま

せ
ん
か
？

◆
対
象
住
宅

　

町
内
に
建
っ
て
い
る
木
造
住
宅

で
、
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る

住
宅

①
所
有
者
が
自
分
で
住
ん
で
い
る

住
宅
（
店
舗
面
積
が
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
未
満
の
店
舗
併

用
住
宅
を
含
む
）

②
建
築
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
の
住
宅

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工

法
、
軸
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

◆
本
人
負
担
額

　

６
０
０
０
円

◆
申
込
期
限

　

７
月
９
日
（
金
）

　

午
後
５
時

◆
募
集
戸
数

　

１
戸

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

６
月
４
日
〜
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

６
月
４
日
（
金
）
〜
10
日
（
木
）

は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

歯
医
者
さ
ん
で
は
、
歯
科
健
診
や

歯
科
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
虫
歯
や
歯
周
病
予
防
の
た
め

「
聞
こ
え
と
補
聴
器

の
相
談
会
」
の
開
催

の
お
知
ら
せ

　

耳
の
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
て
き

た
、
耳
の
病
気
が
疑
わ
れ
る
な

ど
、
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

人
や
補
聴
器
を
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
に
対
し
、
専
門
の
医

師
に
よ
る
「
聞
こ
え
と
補
聴
器
の

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◆
会
場

　

喜
多
方
市
高
郷
公
民
館

◆
日
時

　

７
月
９
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

◆
実
施
主
体

県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
限

　

６
月
25
日
（
金
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

　

発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し

た
と
き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
各
所
に
注
意
札
を
立
て
て
い

ま
す
。水
を
流
す
と
き
は
、ス
ピ
ー

カ
ー
や
サ
イ
レ
ン
に
よ
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
河
原
に
い
る
と
非

常
に
危
険
で
す
の
で
、
す
ぐ
安
全

な
場
所
に
移
動
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
へ
の
不
法
投
棄
は

禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
法
律
で
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

次のときにスピーカーを鳴らします

①ダムから初めて水を流す約 10 分前

②発電所から初めて水を流す約 10 分前

③発電所の出力を増やし水を多く流すとき

（放送内容）
「今から川の水が急に増えます。河原にいる人

は危険ですから、すぐ上がってください」

次のときにサイレンを鳴らします

ダムの放流量が

　①毎秒 1500㎥に達したとき

　②毎秒 3000㎥に達したとき

　③洪水量オーバー後毎秒 1000㎥増加毎

（警報内容）

サイレンを 50 秒ごとに３回流します。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

東
北
電
力
株
式
会
社

　

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所

　

☎
47
―
２
０
０
６

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

東
北
電
力
か
ら

ダ
ム
の
放
流
警
報
に

関
す
る
お
願
い

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
や
身
体
障
が
い
者
で
、
老

衰
、
心
身
の
障
が
い
、
疾
病
な
ど

の
理
由
に
よ
り
食
事
の
調
理
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、
週
１
回
（
火

曜
日
の
夕
食
）、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
お
弁
当
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
は
、

原
材
料
費
等
（
３
５
０
円
程
度
）

を
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。
利
用

す
る
に
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉

介
護
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
配
食

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

健
康
週
間
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ

て
、
自
分
の
歯
と
口
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
令
和
３
年
度
の
標
語

   

一
生
を  

共
に
歩
む  

自
分
の
歯

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課

　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

　令和３年３月、環境センター山都工場の粗大ごみ処理施設で火災が

発生しました。いまだに原因は特定されていませんが、全国的に不燃

物処理施設での火災が増加傾向となっています。その原因として、考

えられているのが「小型充電式電池」です。これは、スマートフォン

やモバイルバッテリー、パソコン、デジタルカメラ、携帯型ゲーム機

とさまざまな製品に使用されているリチウムイオン電池・ニカド電

池・ニッケル水素電池のことです。

　小型充電式電池を不燃物に分別した場合、不燃物処理の過程で発火

する可能性が高く、大変危険です。そのため、小型充電式電池を使用

する機器には、リサイクルマークが表示され、使用機器メーカーによ

る回収・リサイクルが義務付けられています（右図参照）。

　小型充電式電池は、電極にセロテープなどを貼って絶縁し、小型充

電式電池の種別ごとに分けて、電気店・自転車店などのリサイクル協

力店にお持ちください。町内では「コメリ野沢店」「田中輪業商会」

で回収を行っていますので、ご協力をお願いします。

環境センター山都工場からごみ分別に関するお願い

〈問い合わせ先〉
　環境センター山都工場

　☎０２４１―３８―３００５

分別する際は
確認しましょう
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　町では、令和４年度の町職員採用候補者試験を行います。「ふるさとで働きたい」「まちづくりに携わりたい」

そんなあなたのチャレンジをお待ちしています。詳しくは問い合わせください。

試験職種 一般事務
（大卒程度）

保健師
（資格免許職）

採用予定人数 若干名 若干名

受験資格

昭和 61 年４月２日から平成 12 年４月１日ま
でに生まれた人。学歴は問いません。（注）

昭和51年４月２日以降に生まれた人で、保健
師（国家資格）の免許を有する人または令和４
年３月までに取得見込みの人。学歴は問いませ
ん。（注）

試験

第
１
次
試
験

期日 令和３年７月 11 日（日）

会場 福島市金谷川１番地　「福島大学」

日程

受付　午前９時～９時 30 分

◎教養試験
　午前 10 時～正午

◎教養試験
　午前 10 時～ 11 時 15 分

◎ 性格特性検査・職場適応性検査
　午後１時～１時 55 分（予定）

◎ 性格特性検査・職場適応性検査
　午後１時～１時55分（予定）

教養
試験
の
内容

大学卒程度の標準的な試験です。
【出題分野・出題数】
知識分野20問・知能分野20問（「古文」、「哲学・
文学・芸術等」、「国語」の出題はありません）

公務員試験に向けた準備がいらず、民間企業
志望者も受験しやすい試験です。具体的には、
社会についての関心や基礎的・常識的な知識、
職務遂行に必要な基礎的な言語能力・論理的
思考力を問う試験です。
【出題分野・出題数】
「社会への関心と理解」24 問、「言語的な能力」
18 問、「論理的な思考力」18 問

合否
の
発表

令和３年８月に役場掲示板に合格者の受験番号を掲示するほか、受験者全員に文書で合否を通
知します。

第２次試験 第１次試験の合格者に対して、作文および面接による試験を行います。
※期日は令和３年９月、会場は西会津町役場を予定しています

（注）次のいずれかに該当する人は受験できません。
　　 ①日本国籍を有しない人
　　②禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　　④日本国憲法施行の日以後において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党
　　　その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
※高卒程度の職員採用試験日は９月 19 日（日）の予定です。

◆申込用紙の請求
　申込用紙は町役場で交付します。郵便により申込

用紙を請求する場合は、封筒の表に試験職種が分か

るように朱書きで明記（例：一般事務［大卒程度］）

し、１２０円切手を貼った自分宛の返信用封筒（角

形２号）を必ず同封してください。また、町ホーム

ページからダウンロードすることも可能です。その

際はＢ４サイズで出力してください。

◆申し込み方法
　申込用紙に必要事項を記入して、町役場に提出して

ください。申込用紙を郵送する場合は、封筒の表に「試

験申し込み」と朱書きして送付してください。

◆試験申し込みの受付期限
　令和３年６月 11 日（金） ※６月９日までの消印有効

〈問い合わせ先〉　総務課　総務係　☎４５―２２１１

【試験職種別採用予定人員および試験内容等】

職員採用試験案内
（大卒程度および資格免許職）

「一緒につくろう　このまちの未来」
町職員の採用候補者試験を実施します

国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
」
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆
受
験
資
格

①
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
お
よ
び
令
和
４
年
３

月
ま
で
に
高
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準

ず
る
と
認
め
る
人

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

６
月
21
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

◆
第
１
次
試
験
日

９
月
５
日
（
日
）

◆
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま

す
。

○
申
し
込
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
ナ

Ａ
Ｖ

ビ
Ｉ
」

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

仙
台
国
税
局

　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

▲  ホームページ
はＱＲコード
を読み取って
ください

施
設
見
学
会

の
お
知
ら
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
で

は
、
職
業
訓
練
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目

電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間

の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月

間
」
で
す
。

　

電
波
は
、
航
空
機
や
船
舶
、
警

察
、
消
防
、
救
急
用
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確
保

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
こ
の
よ
う
な
大

切
な
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち

の
生
活
や
人
命
の
安
全
を
脅
か
し

ま
す
。
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ

い
て
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

総
務
省

　

東
北
総
合
通
信
局

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
４
１

で
見
て
直
接
講
師
な
ど
か
ら
話
を

聞
く
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス

し
て
、
新
た
な
技
能
を
習
得
し
た

い
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

６
月
２
日
（
水
）、７
日
（
月
）、

９
日
（
水
）

各
日  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

◆
そ
の
他

　

月
曜
日
開
催
の
見
学
会
で
は
、

見
学
後
に
訓
練
体
験
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

会
津
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
―
26
―
０
５
２
０

第５回  奥川七観音ウォーク

　奥川地区の７つの観音様を歩いて巡る「奥川

七観音ウォーク」を町民限定で開催します。当

日は、御開帳により観音像を拝観することがで

きます（不求庵を除く）。

　参加には事前に申し込みが必要ですので、下

記まで問い合わせください。

　緑豊かな初夏の奥川路を満喫しませんか？

◆開催日時
　６月６日（日）

　【受付】午前８時 30 分～

　【出発】午前９時

◆集合場所
　奥川みらい交流館

◆募集人数
　15 名　※要予約（６月３日まで）

◆参加費
　１，５００円

◆注意事項
　・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、

中止となる場合があります。

　・ 昼食、飲み物、マスクなどは各自持参して

ください。

　・荒天の場合は中止とします。

〈申込・問い合わせ先〉　にしあいづ観光交流協会　☎４８―１６６６

参加者全員に参加者全員に
オリジナル御朱印帳
オリジナル御朱印帳
プレゼント！ !プレゼント！ !
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今月の「集落支援だより」に関するお問い合わせは、企画情報課まで（☎ 45-4536）「みんなでさすけねぇ輪」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりみんなみんなでさすけねぇでさすけねぇ    輪輪
わわ

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
健
康
増
進
計
画
（
第
２
期
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、
令
和
８

年
度
ま
で
の
７
年
間
、「
幸
せ
に
な
る
健
康
づ
く
り
〜
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
の
そ
の
先
へ
〜
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
「
さ
す
け
ね
ぇ
輪
」
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

町
外
出
身
者
か
ら
み
た

西
会
津
の
文
化

　

昨
年
５
月
下
旬
に
初
め
て
西
会

津
の
土
を
踏
ん
で
か
ら
、
早
い
も

の
で
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
は

島
根
県
出
雲
地
方
出
身
で
、
そ
れ

ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も
無
か
っ
た
こ

の
西
会
津
で
す
が
、
故
郷
出
雲
と

の
共
通
点
な
ど
、
不
思
議
に
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
防
火
の
神
と
し
て
西

会
津
で
も
祀
ら
れ
て
い
る
「
秋あ

き

葉ば

さ
ん
」
や
「
愛あ

た
ご宕

さ
ん
」
で
す
が
、

出
雲
で
も
そ
の
信
仰
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
学
生
時
代
、
文
化
人
類

学
・
民
俗
学
の
観
点
か
ら
「
た
た

ら
製
鉄
」
に
関
係
す
る
信
仰
を
専

門
に
調
査
研
究
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
出

雲
地
方
の
と
あ
る
元
た
た
ら
製
鉄

集
落
（
最
盛
期
は
日
本
の
鉄
生
産

の
数
％
を
担
う
）
で
は
、
集
落
の

裏
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
秋
葉
さ
ん

や
愛
宕
さ
ん
の
祠

ほ
こ
ら
に
、
集
落
内
の

全
世
帯
が
毎
日
交
代
で
防
火
を
願

い
お
参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
会
津
で
言
う
と
こ
ろ

の
「
歳
の
神
」
は
、
私
の
地
元
で

は
「
と
ん
ど
さ
ん
」
と
い
う
名
前

「
さ
す
け
ね
ぇ
輪
」
で

「
さ
す
け
ね
ぇ
輪
」
で

幸
せ
に
な
る
健
康
づ
く
り
を

幸
せ
に
な
る
健
康
づ
く
り
を

西
会
津
で
も
見
れ
る
雲
海

　

昨
年
秋
よ
り
、「
町
外
出
身
者

の
目
線
で
見
て
魅
力
的
な
西
会
津

の
ポ
イ
ン
ト
を
探
す
」
と
い
う
課

題
を
役
場
か
ら
受
け
、
町
内
の
ほ

ぼ
全
て
の
道
路
を
通
行
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
気
付
い
た
の
が
、

で
し
た
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

り
、
遠
く
離
れ
た
会
津
と
出
雲
で

も
、
似
た
よ
う
な
信
仰
が
行
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
郷
地
区
に
「
氷ひ

川か
わ

神

社
」
が
あ
り
ま
す
が
、旧
名
は
「
天

王
神
社
」
だ
そ
う
で
、「
天
王
」

は
須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
との

別
名
（
牛ご

頭ず

天

王
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

お
そ
ら
く
こ
の
神
社
は
埼
玉
県
の

「
氷
川
神
社
」
の
流
れ
を
汲
む
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
埼
玉
の
氷
川
神
社
は
私
の
ふ
る

さ
と
出
雲
（
旧
簸ひ

川か
わ

郡
斐ひ

川か
わ

町
）

と
関
連
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
町
内
の
氷
川
神
社
の
前
を
通

る
度
に
、
西
会
津
と
出
雲
地
方
と

の
不
思
議
な
つ
な
が
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
大
山

皆さんこんにちは！
地域おこし協力隊の池田です。
今月の集落支援だよりでは、島根県出身の
私から見た西会津の文化や、町内の魅力的
なスポットに関する思いを紹介します。

さ
す
け
ね
ぇ
輪
と
は
？

　

さ
す
け
ね
ぇ
輪
と
は
、「
か
ら

だ
の
健
康
」「
こ
こ
ろ
の
健
康
」「
つ

な
が
り
の
健
康
」
の
３
つ
の
健
康

を
輪
で
表
し
た
も
の
で
す
。
西
会

津
町
健
康
増
進
計
画
（
第
２
期
）

で
は
、
町
民
一
人
一
人
の
３
つ
の

健
康
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
重

な
り
合
う
こ
と
で
、「
さ
す
け
ね
ぇ

輪
」
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、

幸
せ
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

池池
いけいけ

田田
だだ

    潤潤
じゅんじゅん

 隊員隊員

「
西
会
津
は
い
た
る
所
で
雲
海
を

見
る
事
が
で
き
る
」
こ
と
や
、「
雲

が
き
れ
い
に
見
れ
る
場
所
が
多

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

全
国
的
に
雲
海
で
有
名
な
ス

ポ
ッ
ト
と
い
う
と
、
兵
庫
県
朝あ
さ

来ご

市
の
竹
田
城
や
、
広
島
県
三み

次よ
し

市

が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
私
も

幕
ノ
内
や
長
桜
の
「
眺
め
桜
」
な

ど
町
内
の
い
く
つ
も
の
場
所
で
雲

海
を
見
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
場
所
で
で
見
ら
れ
る
景
色
は
、

三
次
市
の
雲
海
な
ど
に
も
負
け
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
西
会
津
に
は
町

外
出
身
者
か
ら
見
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
改
め
て
「
西
会
津

の
魅
力
探
し
」
を
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

○からだの健康　　 生活習慣病予防、介護予防で健康寿命の延伸

○こころの健康　　「生きがい」や「張り合い」を持つ人の増加

○つながりの健康 　人と人、人と地域などのつながりの強化

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

実
践
者

　

上
原
さ
く
ら
会
で
は
、
役
員
の

皆
さ
ん
か
ら
約
60
人
の
会
員
の
皆

さ
ん
へ
誕
生
月
に
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
取
り
組
み
を

３
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
大
人

数
で
集
ま
っ
て
の
活
動
が
難
し
く

な
っ
た
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

感
染
す
る
こ
と
な
く
元
気
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
と
マ
ス
ク
の
配
付
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

贈
り
物
に
は
、
受
け
取
っ
た
人

に
笑
顔
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
一
つ
一
つ
手
作
業
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
特
製
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か

ら
、
な
か
な
か
集
ま
り
に
来
れ
な

い
人
と
も
顔
を
合
わ
せ
る
き
っ
か 笑顔になる工夫☻☻

け
に
な
り
、「
お
め
で
と
う
」
と

声
を
か
け
る
と
喜
ん
で
も
ら
え

て
、
お
互
い
が
笑
顔
で
明
る
い
気

持
ち
に
な
れ
る
そ
う
で
す
。

　

マ
ス
ク
を
配
り
感
染
症
対
策
を

行
う
こ
と
は
「
か
ら
だ
の
健
康
」

に
な
り
、
定
期
的
に
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
は
「
つ
な
が
り
の
健
康
」

に
、
ま
た
、
う
れ
し
い
気
持
ち
や

笑
顔
に
な
る
こ
と
は
「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
に
つ
な
が
る
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

祇
神
社
で
す
が
、
私
が
か
つ
て
地

域
振
興
の
仕
事
を
し
て
い
た
島
根

県
隠お

岐き

諸
島
で
も
大
山
祇
命
の
信

仰
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
山
や
巨
木

自
体
が
、
神
社
の
ご
神
体
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

隠
岐
の
島
は
か
つ
て
北
前
船
の

「
風
待
ち
港
」
と
し
て
栄
え
て
お

り
、
も
し
か
し
た
ら
越
後
や
海
運

を
通
し
て
、
こ
こ
西
会
津
の
大
山

祇
神
社
の
信
仰
が
隠
岐
の
島
に
も

伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東屋と奥に広がる雲海（眺め桜）

大山祇神社

こころ
の健康

からだ
の健康

つながり
の健康

さすけねぇ輪さすけねぇ輪

幸せになる健康づくり幸せになる健康づくり

歳の神（雪国まつりより）
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西田春喜さん宅の藤の花（４月23日撮影）西田春喜さん宅の藤の花（４月23日撮影）

◆私の夢――

　  　私の将来の夢はまだ決まっていませんが、

人を助ける職業に就きたいと思っています。

人を助ける職業にはたくさんの良い魅力やや

りがいがあると思います。数えきれないほど

の大変なこともあるかもしれませんが、人の

命やその人の今後の人生に関わる仕事で活躍

されている方々をとてもかっこいいと思った

ことがきっかけです。

◆努力していること――

  　友達や部活動の仲間に声を掛けたり、困っ

たことがあれば手を貸したりなど、自分のこ

とも含め周りのことを気に掛けています。職

業についてはしっかり考え、聞いてみる、ネッ

トを使うなどして調べています。

◆未来の自分に一言――

  　今自分の中で辛いこと苦しいことは何です

か？今までぶつかってきたこと苦しいことを

乗り越えてきた真緒は絶対に乗り越えられる

はずです。逆境の中で咲く花はどの花よりも

美しい。この言葉を心に置いてめげずに立ち

向かってください。

［ ３年・バレーボール部 部長  ］

橋
はし

谷
や

田
だ

  真
ま

緒
お

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　５月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，９２４人　　 （－１１人）

男 　 　２，８７８人　　 （＋　３人）

女 　 　３，０４６人　　 （－１４人）

世　帯　 　２，５６４世帯　　 （＋　１世帯）

■ お悔やみ申し上げます

新田　ミトリ（90）　常雄 母 　２町内

鈴木　仁　　（91）　教仁 伯父　４町内

鈴木　文枝　（89）　幸一 母 　５町内

齋藤　寅彦　（91）　健一郎 父 　堀越

長谷川　澄子（94）　幸夫 母 　安座

齋藤　シズ子（88）　一則 叔母　尾登

伊勢亀百合子（70）　隆雄 妹 　下小島

田崎　ヨシノ（94）　忠雄　 母 　黒沢

宮川　ヨシ子（93）　和之 母 　真ヶ沢

長谷川千代江（99）　敏彦 母 　極入

小椋　勝美　（87）　勝則 父 　弥平四郎

戸籍の窓口   
（４月受付分）

　SEIKO のダイバーウォッチと

Nikon の一眼レフカメラ。

　45 年前に初任給で買った物で、

カメラは今も使えますが、時計は２

回オーバーホールし、30 年使い続

けてついに壊れてしまいました。愛

◆趣味は？

　ラーメンの食べ歩き

◆特技は？

　手話

◆自分を一言で表現すると？

　優柔不断

◆あなたのモットーは？

　ならぬものはならぬものです

渡
わた

辺
なべ

貴
たか

洋
ひろ

隊員

小
こ

林
ばやし

  重
じゅう

良
ろう

 さん［下小屋］ 

狗々会ではまたお世
話になります。

小柴 ひとみ さん（５月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆最近感動したことは？

　NHK 大河ドラマ「青天を衝

け」。幕末から明治への激動シー

ンを見てほしい！

◆これからやってみたいことは？

　ろうあ者指導の下、CATV で

週１回の手話単語レッスンが出

来ればと思っています。

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｈさん

　二本松市出身。福島大学卒業、
在学時は岩崎ゼミに所属。集落
支援拠点施設結で暮らしなが
ら、奥川地区を主とした集落の
行事や大学生との交流活動のサ
ポートを行う。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

　

集
落
支
援
だ
よ
り
で
お
馴
染
み
の
渡
辺
で
す
。
約
２
年

ぶ
り
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
。
気
が
付
け
ば
、
着
任
か
ら
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
に
来
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
周
り
の
皆
さ
ん

に
本
当
に
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
初
め
て
体
験
す
る
も
の
が
多
く
、

新
鮮
で
面
白
い
な
と
思
う
と
同
時
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
へ
の
安
心
感
と
嬉
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

西
会
津
町
は
協
力
隊
の
人
数
が
多
く
、
よ
く
知
ら
な
い

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
日
を
重
ね
る
ご
と

に
話
し
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
増
え
た
り
、
人
足
を
は
じ

め
と
し
た
集
落
の
共
同
作
業
に
顔
を
出
せ
ば
、
必
ず
声
を

か
け
て
く
れ
る
方
が
い
た
り
す
る
の
で
と
て
も
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
残
り
数
カ

月
の
任
期
を
全
う
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
の

対
話
を
大
事
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

着と自分の青春時代の時を刻んでくれた思い出として、大切に

サイドボードに飾っています。
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令和３年度 漆窪自治区の作建令和３年度 漆窪自治区の作建

　今年２月に小清水集会所で町の健康づくり事業である「みんなでワイワイ語ろう会」が開かれた

時、「お互いさま」との発言がありました。その時、久しぶりに聞き忘れていた良き習わしを思い

出しました。子供の頃、さつきは「大田植え」といって互いに結
ゆい

をして行い、稲刈りでは遅れてい

る家に手伝いに行くのが一般的でした。今では機械化が進み、かつての光景は見られず、個人情報

が守られ、尊重されるようになり、近所付き合いは希薄になってしまいました。

　会津藩は天明３年（1783）頃からの数年間、天明の飢饉となり、痛めつけられた農村の救済と

生産力向上を図るため農政改革を行いました。その１つが村三役の「老
おとなびゃくしょう

百姓」を「鍬
くわ

頭
がしら

」と変え、

五人組の責任者にして、今まであったものをさらに強化し、組内が一体化になって暮らすようにと

年間の作業計画である「作立」を村ごとに立てさせました。

　作立は種浸しから秋じまいまでの作業計画で、そのとおりに仕事ができるようにしました。それ

にはお互いの連帯責任で助け合わなければならず、家の結びつきも強まり、生産の向上が増し、農

村の復興が図られました。小清水で残っている１番古い作立は文化７年（1810）のもので、その

他にも残されていますが、年代が変わると作業内容にも変化が見られます。

　この作立を井谷では簡単ながら昭和63年（1988）まで立てていました。漆窪では今でも作建（立）

を立てています。珍しいのは馬
ば

鈴
れい

薯
しょ

蒔
ま

きがあることです。明治 19 年（1886）、喜多方市山都町寺

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その50その50

お互いさまと作
さく

立
たて
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文：長谷沼  清𠮷

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
５
月
11
日
に
行
わ
れ

た
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
交
通
安
全

教
室
よ
り
。
最
初
に
紙
芝
居
や
ク

イ
ズ
を
通
し
て
交
通
ル
ー
ル
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
実
際
の
道
路
で

横
断
歩
道
の
渡
り
方
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
左
右
を
見

て
手
を
上
げ
、
横
断
歩
道
の
渡
り

方
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

編   

集   

後   

記

　

表
紙
の
写
真
選
び
は
い
つ
も
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
が

広
報
紙
担
当
と
な
っ
た
こ
の
１
年

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
中
止
や
延
期
が
相
次
ぎ
、

な
か
な
か
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
園
児
た
ち
の
柔
ら
か

い
表
情
を
う
ま
く
撮
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
手
に
取
る
と
思
わ
ず

笑
顔
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
広
報
紙

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。（
秦
）

内で馬鈴薯の試作とあるので、この頃から馬鈴薯

が栽培されたといえます。それでは漆窪でいつか

ら馬鈴薯蒔きを加えたかというと、明治 38 年

（1905）に、天明の飢饉に匹敵する冷害が発生し

ているので、それからではないでしょうか。この

時、新郷村では区長に藁
わら

餅
もち

作り方講習会の通知を

出しています。

　世の中が進歩するにつれて、過疎と高齢化が進

むそんな折、「お互いさま」を心がけて心豊かに

過ごしたいものです。

今  

月 

の  

表  

紙
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